
【10月の活動記録：3日歴博、7日わらマンモス、
10日中山池自然公園、17日山の基地、21日龍沢寺
緑地公園、24日どんぐり王国、31日山の基地】

●活動を見つめるコラム
「クッキングの日について　　」
　森のようちえんヒュッテはお散歩が基本の活動
で、何をやるかが決まっていないのが日常です。そ
れに対して、クッキングの日は、お昼ご飯をみんな
で作って食べる＝やることがある程度決まっている
という日です。
　10月のある日、子どもたちがあまり調理に参加せ
ずに他の遊びに熱中する日がありました。「一緒に
やらん？」と声をかけるものの、参加を無理強いす
るのは主体性を尊重する運営方針と矛盾すると考え
て、あまりしつこくは言いませんでした。でも、活
動後「ほとんど手伝わずに、作ってもらったご飯を
食べるということはOKなのか」「お母さんは他の
子と一緒にクッキングに参加してほしいと思ってい
たんじゃないか」「自分も心の底では、やっぱりみ
んなに参加してほしいという気持ちがあるよね」な
ど、モヤモヤしながら色々考えました　　。
　ふりかえりながら気づいたのは、今までクッキン
グの日って子どもの声をゆっくり聴く、という時間
をあまり持てていなかったな、ということ。クッキ
ングの日というのは運営側で設定したもので、子ど
もたちの意志で決めたものではないわけです。だか
ら別に今日はクッキングしたくないよ、という子が
いてもしかたないなと。でも調理体験にも教育的な
意図があるので、なるべく参加をしてほしい　　。
　今後のクッキングの日は、調理の工程を説明する
ときに、もし調理の活動以外で「今日はこれをやり
たい！」ということがあれば、子どもにそれを話し
てもらう時間を取ってみようと思います（参加者が
低年齢の子ばかりだとやらない可能性もあります
が）。子どもの意見を聞いた上で、どの程度調理に
参加するかは、その都度、相談します。こうしたプ
ロセスを踏むことで、モヤモヤが少しでも解消する
か、保護者のみなさんと一緒に試行錯誤してみたい
と思っています。（ゆ）

●開放日はいずれもお天気
に恵まれ、気持ち良く休日
を過ごすことができまし
た　　。バッタやカマキリ
が良く見られ、虫取り網を
持参する子も多かったで
す。
　虫好きな子が「オオカマ
キリとコカマキリ、どっち
が強いか勝負させる！」と
同じ容器に２種類のカマキ
リを入れたら、５秒もしな
いうちにコカマキリが捕ま
り、ムシャムシャと食べら
れてしまってあ然とする場
面がありました。子どもが
遊びの中で、思いがけず野
生のとげとげしさに触れて
しまった時に大人はどうふ
るまえばよいか、いつも考
えさせられます。

●芋ほりをしました。収量
は少なめでしたが、サツマ
イモは同じ場所で数年続け
て作ると、徐々に出来が良
くなるものらしいので、イ
ノシシ対策をしながら、来
年も植えようと思います。

【10月の活動記録：9日、11日、28日、30日日常
管理、14日、27日開放日】
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●子どもが小3の学年を越えてから、毎年やって
く る 水 泳 練 習 （ 6 ～ 7 月 ） と 陸 上 練 習 （ 9 ～ 10
月）。この間、宿題のサポートをするのがなかな
か難儀です。帰宅時間が18時近くになるから、好
きなことをやる時間もあんまりないし、そもそも
疲れているし、その上での宿題...。多い宿題に、
時 に は 怒 り な が ら 、 こ ち ら は 当 た ら れ な が ら 、
「そんなに嫌やったら、やらんでもいいんじゃな
い？」と言えば、「やらんといけんのよ！」と叱
られ...そんな時もあるよね、そうやってなんとか
いろんなことをこなしながら、感情のコントロー
ルをする術も身に着けていく時期だよねと思いつ
つ、私もしんどいぞ！　と思う日々でした。
　長女氏は絵を描くことが好きなので、宿題の途
中 に 「 描 き た い 絵 を 探 す か ら 、 ipad を 貸 し て
や！」と言われることがしばしばありまして。宿
題がなかなか思うように進まないときに、漢字を
3文字分練習して、1回絵を描くというのを繰り返
してみたら？と提案したのですが、これがうまく
いきました！他にも、ドリルの順番に沿って漢字
を練習するのではなく、好きな漢字からやってい
く方法もよかったようです。
　改めて考えると、学校で勉強は習うけど、自分
に合った勉強方法は習わないなと。いつか、勉強
そのものを教えるのは難しくなってしまうだろう
けど、前向きに学び続けられる方法なら一緒に探
していけるのかもしれないな
と思いました。こんな方法も
あるよ！というエピソードが
ありましたら、ぜひお聞かせ
ください！（ち）

●地域のイベントに出展（10/13）
　私たちが住んでいる部落の
イベント「稲生フェスティバ
ル」で『竹で遊ぼう』という
ブースを出展しました。
　小学生未満の小さいお子さ
んでも参加できるものを、と
いうことで、竹を使ったシャ
ボン玉と竹かっぽ（竹ぽっく
り）づくりをしました。
　近頃は環境への配慮から
飲食店で使い捨てのプラスチ
ックストローを廃止する動き
があります。シャボン玉もス
トローを使わずに、竹でやる
のが当たり前になるといいな
と思ったりしています。

●カモの調査はじめました
 　日本野鳥の会愛媛のMさんの
紹介で、今季からカモ類の調査
をすることになりました。環境
省は、高病原性鳥インフルエン
ザの防疫対策等の目的で、毎年
全国各地で渡り鳥の飛来状況を
調べており、そのデータ集めが
目的です。春まで毎月２回、決
まった場所でカモの種類ごとに
羽数を調べていきます　   。

●フリーマガジン『だいちのめ』第7号の取材・編集
　夏から取材を続けている『
だいちのめ』の編集作業が大
詰めを迎えています。今回は
記事をまとめるにあたり、追
加の写真撮影に行ったりなん
だりで、想定以上に時間がか
かってしまいました　　。
　今回も、様々な人のつなが
りで、西予市内のおもしろい
人たちを取材することができ
ました。誌面だけではなかな
かお伝えしきれないこともあ
るので、SNSや対面でのイベ
ントなどを通じて、しっかり
情報をお届けしていきたいと
思います。

活動の中で出会った生きものたちを紹介します。

コガタノゲンゴロウ
絶滅危惧種ですが、近頃、
愛媛県では確認されること
が増えていて、分布も拡大
傾向です。その背景として
地球温暖化により、生息適
地が広がっていることが一
因だと考えられています。
（10/10中山池自然公園） 愛媛県が目撃情報を

集めています


